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1. はじめに 

あらゆる物をネットワークで管理する IoTの

検討が進められ, 特に移動体に対しても有効で

ある RFIDの小型化・高性能化が検討されてい

る. RFID用周波数としては伝搬距離の課題か

ら 13.56MHzや 920MHz帯など比較的波長の長

い周波数帯が用いられている. そこで小型で高

利得なアンテナを実現することが必要である. 

ここでは, 両面基板を用い, 簡易な構成で実現

できる位相差給電アンテナを励振アンテナに

適応することで高利得化を図った. 八木・宇田

アンテナの小型化・簡易化に向けた給電条件

の明確化について検討を行ったので報告する 

2. 位相差給電アンテナ 

従来構成である 2素子位相差給電アンテナの

構成例を図 1に示す. 従来の位相差給電アンテ

ナではそれぞれのアンテナ素子を 1/8λ離して

配置し給電線を交ささせることにより位相を

逆位相にして給電する構成である. 通常, 平行

フィーダを用いて給電するため給電線が劣化

しやすいという課題がある.  

3. 提案構成 

平面基板において構成する場合は給電線を

交ささせる必要があり構造が複雑になるため

単一面のみで設計することが困難である. その

ため交ささせずにフィーダを平行において給

電する設計を検討した. ここでは一例として

60MHz, 2素子の長さは L1=2100[mm], 

L2=2040[mm]とし素子間隔はW=1/8λとした. 

この場合の給電位相差を 50°～200°と変化さ

せた時のアンテナ特性について評価を行い簡

易な構成の実現性について明らかにする.  

 

 

図 1. 従来のアンテナ構成 

 

 

 

 
  

図 2. 検討設計 
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4. 解析結果 

図 3に給電位相差を変えた場合の利得特性

を示す. 給電位相差が 90°以上であれば利得

は 6dBiを超えることが確認できた.  

図 4に給電位相差に対する指向性半値幅特

性を示す. 同図より給電位相差が 90°以上で

あれば水平面半値幅は 70°, 垂直半値幅は

130°であることが分かる.   

なお, 参考程度に 60MHz動作, 給電位相差

90°で解析した利得が 6dBiを超えた放射指向

性の結果を図 5に示す. 同図から水平・垂直面

指向特性ともに単一指向性を持っており水平

方向には 70°ビーム,垂直方向には 130°ビー

ムを放射していた.   

5. まとめ 

平面基板において従来構成の位相差給電ア

ンテナの構造的な簡易化と給電条件の明確化

を検討した. 設計した位相差給電アンテナより

給電位相を変化させることにより交差の構造

をとらずに従来のアンテナ構成と同様に単一

方向への放射を得ることが確認できた. 利得に

関しては最大 7dBi程度でており十分な値を確

認できた.  

給電位相を上昇させていき 170°以上位相差

を与えると相互結合の影響が顕著に表れて整

合状態をほとんど維持できないことがわかっ

た.  

 簡易的な構造で給電位相の変化により高利

得化と小型化が可能な設計を提案した. 

平面基板への検討設計の適応を考えると平

行フィーダ部分で 45°分位相を遅延させるこ

とが必要でありフィーダ部分の材質に誘電体

材料を用いて高い比誘電率をもたせて短縮を

かけることで可能となる.  
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図 3. 給電位相差に対する利得特性 

 
 図 4. 給電位相差に対する指向性半値幅特性 

        

                    
 

           図 5. 水平・垂直面内指向性 
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